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交通安全宣言を行う町老人クラブ連合会会長の井村
順弘さん

特別ゲストの桂三歩さん

岡野 JA ながみね野上支店長より東條野上小学校校長
にレインコートが贈られました。（野上小学校にて）

小
川
裕
之
氏　

88
歳
（
吉
野
）
2012.5 �

４
月
６
日
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
交
通
事
故
を
な
く
す
る
県
民

運
動
推
進
海
南
海
草
地
区
協
議
会

主
催
の
「
海
南
海
草
地
区
交
通
安

全
決
起
大
会
」
が
開
か
れ
、
区
長

さ
ん
や
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
町

民
の
方
々
約
１
２
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
同
協
議
会
会
長
の

寺
本
町
長
、
副
会
長
の
木
村
海
草

振
興
局
長
、
坂
部
海
南
警
察
署
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
町
民
を
代
表

し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

の
井
村
順
弘
さ
ん
が
交
通
安
全
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
特
別
ゲ
ス
ト
で
落
語

家
の
桂
三
歩
さ
ん（
田
辺
市
出
身
）

の
講
話
と
海
南
警
察
署
の
中
村
交

通
課
長
よ
り
交
通
安
全
講
話
が
あ

り
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

気
運
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
か

ら
紀
美
野
町
に
人
工
呼
吸
器
が
、

又
、
野
上
厚
生
総
合
病
院
に
大

腸
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
と
保
管
庫

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
６
日
、
野
上
厚
生
総
合
病

紀
美
野
町
で
は
、
東
日
本
大
震

災
及
び
台
風
12
号
災
害
の
義
援
金

箱
を
設
置
し
、
こ
の
間
、
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ま
や
学
校
、
会
社
、

団
体
か
ら
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た

氏
は
、
昭
和
34
年
５
月
野
上
町

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
５
期
に

わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
60

年
に
副
議
長
、
昭
和
61
年
に
は
議

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

交
通
安
全
決
起
大
会
開
か
れ
る
! !

院
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
な

が
み
ね
の
岡
本
眞
和
代
表
理
事
専

務
か
ら
寺
本
町
長
と
阿
河
病
院
長

に
そ
れ
ぞ
れ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
、
救
急
車
内
で
の
救
急
救

命
処
置
と
病
院
で
の
大
腸
検
査
に

有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

雨
天
の
登
下
校
時
に
交
通
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
と

の
こ
と
で
、Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
よ
り
、

町
内
各
小
学
校
新
１
年
生
の
児
童

に
レ
イ
ン
コ
ー
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
か
ら
人
工
呼
吸

器
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
る
!!

紀
美
野
町
と
野
上
厚
生
総
合
病
院
に

Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
よ
り
レ
イ
ン

コ
ー
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

町
内
各
小
学
校
へ

東
日
本
大
震
災
・
台
風
12
号
災
害
の
義
援
金

受
付
終
了
に
つ
い
て

議
員
退
任
後
も
野
上
町
森
林
組
合

組
合
長
な
ど
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
３
月
に
88
歳
の
お
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旭
日
単
光
章　

受
章　

　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し

て
、心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
被
災
さ

れ
た
方
々
の
支
援
の
た
め
に
送
金

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
東
日
本
大
震
災
義
援
金

　

総
額　

３
，８
６
０
，７
６
１
円

　
（
義
援
金
箱
設
置
期
間 

平
成
23

年
３
月
14
日
～
平
成
24
年
３
月

30
日
）

◇
台
風
12
号
災
害
義
援
金

　

総
額   

６
０
１
，２
４
０
円

　
（
義
援
金
箱
設
置
期
間 

平
成
23

年
９
月
14
日
～
平
成
24
年
３
月

30
日
）
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行動宣言による、安全で安心な福祉のまちづくりを推進しています。 民生委員は、高齢者や身体に障害を
おもちの方などの相談に応じ、アドバイスをします。民生委員は、児童委員を兼ねており、子どもに関わる
相談支援活動もおこないます。主任児童委員という主に子どもに関する支援活動を行う委員もおりますので、
地域の民生委員・児童委員へお気軽にご相談ください。

紀美野町民生委員・児童委員名簿（平成 24 年４月１日現在）

担当地区 氏　名 電話番号 担当地区 氏　名 電話番号 担当地区 氏　名 電話番号
下佐々 西田　美世 489-3911 奥佐々 小谷　尊規 489-3597 今西 ･松ケ峯 ･菅沢 前　　完侑 498-0241
下佐々 田渕　晴民 489-3024 中　田 大谷　延由 489-3785 田 榎本　眞弓 498-0152
下佐々 向井　紀弘 489-2390 坂　本 北谷　茂昭 489-3247 谷 中尾　　登 498-0220
下佐々 佐々中祥泰 489-3326 東　野 西山　清治 489-5139 中・滝ノ川 井谷　洋子 498-0227
下佐々 大山乃里子 489-3770 西　野 赤阪　恵子 489-3774 毛原下・小 西 中谷　明己 499-0460
動　木 清田　憲次 489-5410 釜　滝 北　　雅允 489-4266 毛原中・毛原宮 西澤　保行 499-0232
動　木 寺中シゲミ 489-5100 松　瀬 廣井　傅治 489-3893 毛原宮・毛原上 西　　　茂 499-0178
動　木 寺中　俊也 489-2734 国木原 神谷久美子 489-3778 毛原上・長谷宮 大和　公明 499-0472
小　畑 西本　順好 489-4724 福　田 東　　佳代 495-2301 長谷宮 中前セツ子 499-0234
小　畑 柳瀬　正代 489-4689 福田・永谷 北谷　　泱 495-2115 井堰・蓑垣内 三宅きく子 497-0175
小　畑 北山　宣生 489-4140 神野市場１・２ 土屋　育子 495-3351 真国宮・蓑津呂 谷口　博信 497-0397
小　畑 中尾　育男 489-3903 神野市場３・４ 柳本　文子 495-2484 花野原 ･初生谷 ･北野 岡　　博誠 497-0505
柴　目 西原　　貢 489-3415 野中・安井・南畑 東垣内秀迪 495-2400 円明寺・勝谷・四郷 藤井　秀夫 497-0245
長　谷 内田ヒロミ 489-4556 箕六・樋下 中谷江津子 495-2738
吉　野 小田　　茂 489-3678 上ケ井・三尾川 北峯　範之 495-2801 担当地区 主任児童委員 電話番号
吉　野 池本　博文 489-2892 大角・津川 前西　晧子 495-2850

町内全域
堀 　 有子 489-2001

福　井 吉村　耕治 489-3164 明添・鎌滝 中部屋清子 495-2865 森谷美喜子 495-2222
梅　本 南　　智子 489-2963 赤木・高畑・桂瀬 仲前　充子 495-2578 木元　敦子 499-0126

民生委員・児童委員、主任児童委員は地域の身近な相談相手です
５月 12日（土）～ 18 日（金）は民生委員・児童委員の日（活動強化週間）

「広げよう　地域に根ざした　思いやり」

平
成
24
年
度
の

　

新
し
い
区
長
さ
ん
決
ま
る
！

　

地
区
の
お
世
話
や
ま
と
め
役
と
し
て
、ま
た
、町
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
色
々

お
世
話
し
て
い
た
だ
く
平
成
24
年
度
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。(
敬
称
略
）

【
地
区
名
】　　
　
【
氏　

名
】

下
佐
々	

根　

来　
　
　

平

吉　

見	

　

佐　

本　

重　

秋

海
南
鋼
管	

縄　

稚　

昭　

信

動　

木	

　

楠　

木　

幸　

雄

緑
ヶ
丘	

　

二　

澤　

正　

廣

平	

　

上　

林　

弘　

男

小　

畑	

　

垣　

内　

主　

税

希
望
ヶ
丘	

松　

﨑　

信　

弘

柴　

目	

　

西　

田　

完　

治

長　

谷	

　

常　

田　

泰　

造

吉　

野	

　

増　

谷　

誠　

造

福　

井	

　

岩　

脇　
　
　

功

中　

田	

　

西　

浦　

佳　

典

梅　

本	

　

新　

谷　

修　

敏

奥
佐
々	

　

堂　

上　

欽　

司

坂　

本	

　

新　

宅　

康　

成

松　

瀬	

　

藤　

垣　

典　

昭

釜　

滝	

　

峯　
　
　

宏　

幸

西　

野	

　

赤　

阪　

惠　

子

東　

野	

　

平　

林　

常　

司

国
木
原	

　

前　

野　

忠　

弘

福　

田	

　

北　

谷　
　
　

泱

神
野
市
場
１	

新　

田　

勝　

重

神
野
市
場
２	

岩　

根　

常　

郎

神
野
市
場
３	

吉　

田　

健
之
介

神
野
市
場
４	

森　

下　

秀　

子

野　

中	

　

藤
々
木　

和　

宏

安　

井	

　

大　

東　

正　

司

南　

畑	

　

東　

尾　

堯　

生

箕　

六	

　

下
垣
鳴
海
康
純

樋　

下	

　

森　

下　

武　

浩

永　

谷	

　

中　

家　
　
　

昭

【
地
区
名
】　　

【
氏　

名
】

上
ケ
井	

　

下　

中　

サ
ダ
ヨ

三
尾
川	

　

川　

内　

和　

幸

大　

角	

　

中　

出　

吉　

宣

津　

川	

　

西　

峰　

泰　

浩

明　

添	

　

本　

田　

泰　

男

鎌　

滝	

　

小　

壺　

醇　

子

赤　

木	

　

中　

浴　

弘　

次

高  
畑	

　

武　

西　

礼　

子

桂  
瀬	  



仲
垣
内　

良　

一

今  

西	  


塚　

田　

富　

子

松
ケ
峯	
　

横　

出　

浩　

一

菅　

沢	

　

東　

浦　

弘　

至

田	

　

榎　

本　

孝　

幸

谷	

　

東　
　
　

大　

祐

中	

　

東　

岡　

秀　

悟

滝
ノ
川	

　

上　

中　

祥　

宏

毛
原
下	

　

温　

井　
　
　

勝

小　

西	

　

中　

田　
　
　

弘

毛
原
中	

　

丸　

尾　

博　

計

毛
原
宮	

　

奥　

澤　

光　

弘

毛
原
上	

　

森　

下　
　
　

誠

長
谷
宮	

　

東　

芝　
　
　

仁

井　

堰	

　

尾　

﨑　

真　

一

蓑
垣
内	

　

芝　
　
　

待　

雄

真
国
宮	

　

寺　

岡　

伸　

和

蓑
津
呂	

　

宮　

西　

幸　

次

花
野
原	

　

森　

下　

富　

夫

初
生
谷	

　

宇　

田　

洋　

子

北　

野	

　

大　

西　

照　

章

円
明
寺	

　

藤　

井　

秀　

夫

勝　

谷	

　

粉　

川　

醇　

一

四　

郷	

　

西　

浦　

宏　

至



2012.5 �

紀
美
野
町
で
は
、
４
月
１
日
付

け
で
町
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
し
た
。（ 　

）
内

は
旧
職
。

【
参　

事
】

参
事
〔
総
務
課
長
事
務
取
扱
〕

　

井
上　

章
（
総
務
課
課
長
）

【
課
長
級
】

会
計
管
理
者

　

西
切
博
充
（
会
計
課
課
長
）

生
涯
学
習
課
課
長

　

尾
花
延
弥（
美
里
支
所
支
所
長
）

総
務
課
特
別
対
策
室
室
長
〔
総
務

課
主
幹
事
務
取
扱
〕

　

山
野
裕
亮
（
消
防
本
部
次
長
）

美
里
支
所
支
所
長
〔
産
業
・
建
設

室
長
事
務
取
扱
〕

　

西　

敏
明
（
美
里
支
所
支
所
次

長
〔
産
業
・
建
設
室
長
事
務
取

扱
〕）

【
主
幹
級
】

企
画
管
財
課
主
幹

　

山
谷
裕
昭
（
建
設
課
主
幹
）

地
籍
調
査
課
主
幹

　

末
永
智
章
（
消
防
本
部
予
防
課

課
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐

　

豊
田
裕
美
（
税
務
課
主
任
）

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐

　

西
浦
吉
子（
保
健
福
祉
課
主
任
）

地
籍
調
査
課
課
長
補
佐

　

上
東
敏
男（
地
籍
調
査
課
主
任
）

議
会
事
務
局
事
務
局
次
長

　

中
谷
典
代
（
議
会
事
務
局
書
記
）

美
里
支
所
住
民
室
室
長
補
佐

　

東　

始
見
（
美
里
支
所
住
民
室

主
任
）

企
画
管
財
課
課
長
補
佐

　

决
得　

誠
（
建
設
課
主
任
）

住
民
課
課
長
補
佐

　

松
山
典
子
（
総
務
学
事
課
課
長

補
佐
）

総
務
学
事
課
課
長
補
佐

　

権
出
町
子
（
学
事
・
生
涯
学
習

室
室
長
補
佐
）

総
務
課
特
別
対
策
室
室
長
補
佐

〔
総
務
課
課
長
補
佐
兼
務
〕

　

尾
浴
健
弘
（
美
里
支
所 

産
業
・

建
設
室
室
長
補
佐
）

【
主
任
級
】

美
里
支
所　

住
民
室
主
任

　

裏
田
雅
男（
企
画
管
財
課
主
任
）

総
務
課
主
任

　

坂　

詳
吾
（
住
民
課
主
任
）

生
涯
学
習
課
主
任

　

湯
上
増
巳（
保
健
福
祉
課
主
任
）

【
係
長
級
】

税
務
課
係
長

　

坂
本
由
紀（
保
健
福
祉
課
主
査
）

住
民
課
係
長

　

尾
﨑
久
味
子
（
住
民
課
主
査
）

建
設
課
係
長

　

太
田
具
文（
企
画
管
財
課
係
長
）

住
民
課
係
長

　

東
浦
功
三
（
総
務
課
係
長
）

保
健
福
祉
課
係
長

　

井
口　

玄
（
総
務
課
係
長
）

産
業
課
係
長

　

山
本
尚
史
（
総
務
課
係
長　

和

歌
山
県
市
町
村
課
派
遣
）

建
設
課
係
長

　

長
生
正
信
（
水
道
課
係
長
）

地
籍
調
査
課
係
長

　

新
谷
浩
一
郎
（
美
里
支
所 

産

業
・
建
設
室
係
長
）

美
里
支
所 

産
業
・
建
設
室
係
長

　

新
家
直
樹
（
建
設
課
係
長
）

【
主
査
級
】

美
里
支
所 

産
業
・
建
設
室
主
査

　

浦
中
智
史
（
美
里
支
所 

産
業
・

建
設
室
主
事
）

【
主
事
級
】

神
野
保
育
所
主
事

　

向
江
裕
子
（
野
上
第
２
保
育
所

主
事
）

美
里
支
所　

産
業
・
建
設
室
主
事

　

浦　

円
香
（
産
業
課
主
事
）

野
上
第
２
保
育
所
主
事

　

南　

英
里
香
（
神
野
保
育
所
主

事
）

【
派
遣
等
】

五
色
台
広
域
施
設
組
合
派
遣

　

前
田
勇
人
（
住
民
課
主
幹
）

和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
派
遣

　

竹
本
芳
樹
（
住
民
課
係
長
）

【
技
能
労
務
職
】

野
上
第
２
保
育
所
〔
調
理
員
〕

　

河
本
恵
美
子
（
野
上
第
１
保
育

所
〔
調
理
員
〕）

野
上
第
１
保
育
所
〔
調
理
員
〕

　

中
谷
ア
キ
（
野
上
第
２
保
育
所

〔
調
理
員
〕）

毛
原
保
育
所
〔
調
理
員
〕

　

中
村　

幸
（
野
上
第
２
保
育
所

〔
調
理
員
〕）

消
防
職
員

消
防
本
部

【
課
長
級
】

次
長
〔
庶
務
課
課
長
事
務
取
扱
〕

　

梶
谷
幸
司（
消
防
本
部
次
長〔
庶

務
・
警
防
担
当
〕）

【
主
幹
級
】

予
防
課
課
長

　

屋
野
和
司
（
総
務
課
主
幹
）

【
係
長
級
】

予
防
課
係
長
〔
消
防
署
警
防
第
３

課
係
長
兼
務
〕

　

中
家
拓
哉
（
予
防
課
主
査
〔
消

防
署
警
防
第
３
課
主
査
兼
務
〕

消
防
署

【
係
長
級
】

警
防
第
１
課
係
長

　

中
前
友
和（
警
防
第
１
課
主
査
）

【
主
事
級
】

警
防
第
１
課
副
主
査

　

濵
田
裕
樹（
警
防
第
１
課
課
員
）

【
新
規
採
用
】

　
　
（
平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
）

住
民
課
主
事　
　
　

大
谷　

亮
介

建
設
課
主
事　
　
　

中
谷　

成
希

総
務
課
主
事　
　
　

岩
橋　

克
彦

水
道
課
主
事　
　
　

山
下　

耕
平

企
画
管
財
課
主
事　

清
口　

由
衣

消
防
本
部
消
防
士　

滑
田　

光
信

【
退　

職
】

（
平
成
24
年
３
月
31
日
付
け
）

　

平
松
泰
清
（
会
計
管
理
者
）

　

新
田
千
世（
生
涯
学
習
課
課
長
）

　

浦　

好
昭
（
地
籍
調
査
課
課
長

補
佐
）

　

高
岡
さ
ち
子
（
住
民
室
室
長
補

佐
）

　

南　

節
子
（
住
民
課　

真
国
・

細
野
診
療
所
課
長
補
佐
）

　

若
林
美
恵
（
野
上
中
学
校 

校

務
員
）

町
職
員
の
人
事
異
動

役場のニューフェイス紹介
よろしくお願いします！

滑田光信　　中谷成希　　山下耕平
大谷亮介　　清口由衣　　岩橋克彦
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県
行
政
報
告
会
が
３
月
23
日
、

午
後
７
時
か
ら
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
町
民
約
４
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
行
政
報
告
会
は
、
県
の
施
策

を
県
民
の
方
々
に
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ご
意
見
を
お
聴
き

す
る
こ
と
を
目
的
に
県
内
各
地
で

開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

寺
本
町
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
仁
坂
知
事
か
ら
県
の
平
成

24
年
度
新
施
策
を
は
じ
め
、
県
行

政
に
関
す
る
重
点
施
策
や
ト
ピ
ッ

ク
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
約

１
時
間
30
分
に
わ
た
っ
て
あ
り
、

そ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
に
お
い
て

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
と
い
う
、
日

本
国
内
最
大
規
模
の
大
地
震
が
発

生
し
て
か
ら
１
年
余
り
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
今
も
な
お
各
所
に
お

い
て
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
予
想
の
つ
か
な
い

地
震
に
備
え
、
地
震
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
引
き
続
き

木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

耐
震
診
断
事
業
（
無
料
）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が
自
宅

に
伺
い
、
目
視
に
よ
り
耐
震
診
断

（
１
～
２
時
間
）
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
戸
数　

10
戸
（
申
込
順
）

■
募
集
期
間　

５
月
１
日
（
火
）

～
12
月
28
日
（
金
）　

※
募
集

件
数
に
達
し
た
時
点
で
終
了

■
対
象
建
築
物
（
次
の
用
件
す
べ

て
を
満
た
す
も
の
）

①
紀
美
野
町
内
に
存
す
る
民
間
の

住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
専
用
住
宅
、
併
用
住

宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅

③
木
造
住
宅
（
枠
組
み
壁
工
法
、

丸
太
組
工
法
、プ
レ
ハ
ブ
工
法
、

そ
の
他
特
殊
工
法
は
除
く
）

④
地
上
階
数
が
２
以
下
で
、か
つ
、

延
べ
面
積
が
２
０
０
㎡
以
下
の

も
の

■
対
象
者　

対
象
建
築
物
の
所
有

者
及
び
そ
の
家
族
。

県
行
政
報
告
会
に

町
民
約
４
０
０
人
が
参
加
!!

木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
の
ご
案
内

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課
耐
震
係
（
℡ 

４
８
９

‐
５
９
０
７
）

耐
震
改
修
事
業
等
補
助
金

町
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
又
は

町
長
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
た
耐

震
診
断
に
よ
る
診
断
の
結
果
の
総

合
評
点
が
、
0.7
未
満
の
建
築
物
を

1.0
以
上
（
昭
和
45
年
12
月
31
日
以

前
着
工
の
住
宅
は
0.7
以
上
）
に
す

る
耐
震
改
修
設
計
及
び
工
事
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

○
耐
震
改
修
設
計　

耐
震
改
修

設
計
費
の
３
分
の
２
（
上
限
額

13
万
２
千
円
）

○
耐
震
改
修
工
事　

耐
震
改
修

工
事
費
の
３
分
の
２
（
上
限
額

60
万
円
）
に
国
か
ら
工
事
費
の

11
・
5
％
（
上
限
額
40
万
円
）

が
加
算

■
募
集
戸
数　

各
２
戸（
申
込
順
）

■
募
集
期
間　

５
月
１
日
（
火
）

～
８
月
31
日
（
金
）　

※
募
集

件
数
に
達
し
た
時
点
で
終
了

■
対
象
者　

耐
震
診
断
の
結
果
、

総
合
評
点
が
、
0.7
未
満
の
建
築

物
の
所
有
者
。

■
工
事
完
成
期
日　

12
月
28
日

（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課
耐
震
係

　
（
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
７
）

　

和
歌
山
県
耐
震
改
修
サ
ポ
ー

ト
制
度
（
無
料
）

耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評

点
が
、
0.7
未
満
の
場
合
、
木
造
住

宅
耐
震
診
断
士
（
耐
震
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）が
、耐
震
改
修
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
内
容　

耐
震
改
修
に
関
す

る
当
初
相
談
、
設
計
者
や
工
務

店
の
選
定
、
契
約
に
つ
い
て
の

相
談
、
改
修
プ
ラ
ン
の
提
案
、

耐
震
改
修
補
助
申
請
の
手
助
け

等
。

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
方
が
世

帯
主
で
あ
る
世
帯
ま
た
は
障
害

者
等
が
居
住
す
る
住
宅

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課
耐
震
係
（
℡ 

４
８
９

‐
５
９
０
７
）
ま
た
は
県
建

築
住
宅
課
（
℡ 

４
４
１
‐

３
２
１
６
）

６月１日は、「人権擁護委員の日」です。
～人権擁護委員は、あなたの街の相談パートナーです。～

　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。全国人権擁護委員連合会
では、この日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を中心として皆さんとと
もに一層の人権尊重思想の啓発に努めることを申し合わせております。
　下記の日程で、人権擁護委員が相談をお受けいたします。相談は無料で、秘
密は厳守されます。電話でもお受けいたしますので、お気軽にご相談ください。

日　　時 平成２４年６月１日（金）　午前１０時から午後３時

場　　所
○紀美野町中央公民館　控室　℡　４８９－５９２０
○地域資源総合開発センター　２F　（美里支所隣）
　　　　　　　　　　　　　　　　℡　４９５－３４６３

紀美野町には町長から推薦されて、法務大臣が委嘱した人権擁護委員がおります。

氏　　　名 住　所 氏　　　名 住　所
横　山　和　彦 中　田 東　浦　弘　至 菅　沢
向　井　小夜子 下佐々 上　段　順　弘 蓑垣内
東　芝　　　學 小　畑 中　前　和　子 安　井

【問い合わせ】　住民課　℡　４８９－５９０３
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海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

５月１４日（月）　　９：３０～１０：３０
５月２８日（月）　　９：３０～１０：３０

エイズ検査 エイズの各種相談 ５月１４日（月）　　９：３０～１０：３０
５月２８日（月）　　９：３０～１０：３０

検便 ５月１４日（月）　　９：３０～１０：３０
５月２８日（月）　　９：３０～１０：３０

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族
※精神科医師が相談に応じます。
※他の日は精神保健福祉相談員が相談 に応じます。

５月　９日（水）　　９：００～
５月２３日（水）　１３：３０～
※　予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

５月１４日（月）　１０：３０～１１：３０
５月２８日（月）　１０：３０～１１：３０
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　 ９：００～１７：００

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

【献血のお知らせ】
５月５日（土）10：00 ～ 12：00　13：00 ～ 16：00　　紀美野町のかみふれあい公園
５月１8 日（金）　10：00 ～ 12：30　　やすらぎ園　　　14：00 ～ 16：30　野上厚生総合病院

■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：５月 14 日（月）・28 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：５月１日（火）・15 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：５月２日（水）・16 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：５月９日（水）・23 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　5 月 15 日（火）9：30 ～ 11：30　総合福祉センター
　○カンガルー　　5 月 23 日（水）9：30 ～ 11：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木 156（℡ 489-2144）　
　　　　　　　　　　　 毎週　月曜日（9：00 ～ 11：30・14：00 ～ 16：30）　第１、３、５週の木曜日（9：00 ～ 11：30）
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５-3127）毎月　第２，４週の木曜日　（9：30 ～ 11：30）
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。
　【栄養相談】　・５月 10 日（木）　9：30 ～ 11：30　自然体験世代交流センター
　　　　　　　・５月 28 日（月）　9：00 ～ 11：30　子育て支援センター（野上第１保育所）

健康相談のお知らせ（5 月の日程）

保健センターだより
平成 24 年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　 ℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降）　 ℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

国民健康保険被保険者のみなさんへ《歯科健診》
　紀美野町国民健康保険では歯周疾患健診を実施しています。
80 歳になっても 20 本以上自分の歯を残すために、また体
の健康のためにも歯や口腔の手入れは大切です。あなたも歯
の状態を確認してみませんか。
　日頃歯医者さんになじみのない方はこの機会に受診してく
ださい。
■対 象 者　19 歳以上の紀美野町国民健康保険被保険者
■申込方法　電話等により、保健福祉課までお申し込みください。
■受診場所　吉村歯科診療所　紀美野町動木 80
　　　　　　℡４８９－２３３０
　　　　　　西田歯科医院　紀美野町下佐々１０３５－４
　　　　　　℡４８９－５３５０
　　　　　　河野歯科　　　　紀美野町福田１３６－６
　　　　　　℡４９５－３２８８
■受診方法　申し込みをされた方へ受診票をお送りします。

受診票をお持ちの上、受診場所の内ご希望の歯科医院で受
診してください。予約もできます。

■負 担 金　400 円　受診された病院でお支払いください。
■実施期間　平成 24 年４月５日～平成２５年３月３１日
■申し込み・問い合わせ先　紀美野町保健福祉課（℡ 489-9960）

■場　所：総合福祉センター
■と　き：2 日、9 日、16 日、23 日、30 日（毎週水曜日）
■時　間：午前９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

　各種検診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよ
りよい生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じます
ので、お気軽にお問い合わせください。
★母子手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持って
きて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこな
います。
お問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）
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2012.5�

日　　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診

５月 27 日（日）：8 時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ▲ ○
６月１7 日（日）：8 時～受付 紀美野町役場　美里支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月１7 日（日）：10 時～受付 長谷毛原診療所 ○ ○

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

【集団健診日程】

詳しくは、5 月の回覧をご覧下さい。※ 5 月の乳がん検診は、定員間近です。
他の集団健診日程・医療機関健診については、4 月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。

　■国保特定健診対象者　：　40-74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者　：　20 歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500 円（40 歳以上は無料）。

 「わかば転ばん塾」は介護予
防のための自主グループで、
週に１回総合福祉センターに
集まり、「わかやまシニアエ
クササイズ」に基づく、スト
レッチや筋トレ、ステップ運
動を続けています。
　この「わかやまシニアエク
ササイズ」は、和歌山県全域
で取り組まれてるもので、町では、平成 16 年から県下に
先駆けて教室を開始しました。その教室を修了された方が、
今も自主的に運動を続けています。
　今回は、みなべ町の「ねこまんず」という自主グループ
35 人と、「わかば転ばん塾」15 人の方がインターネット
中継でモニターを通じて交流をしました。
　スクリーンに映し出された相手の顔を見ながらマイクを
通しての会話に、参加者は若干の緊張を感じさせつつも、
お互いに質問を投げかけあい会話で交流をしました。

　「ねこまんず」からは『きれいな女性と男前のメンバー
です。みんな元気はつらつです。』　「わかば転ばん塾」か
らは『続けることが元気の秘訣。笑顔でファイト！　チー
ムワークばっちりのグループです。』と各々のグループの
アピールがあり、『また近い機会に一緒に運動しましょう。』
と約束を交わしていました。
　初めての経験に目を輝かせ、笑いもあり、あっという間
のひと時でした。
　このような「わかやまシニアエクササイズ」修了者の自
主グループは紀美野町内に５グループあり、健康づくり、
介護予防のため積極的に楽しく運動を続けています。
　関心のある方は保健福祉課までお問い合わせください。

インターネット中継で交流
～紀美野町の「わかば転ばん塾」と、みなべ町の「ね（寝）
こまんず」がインターネット中継で交流をしました。～

日本脳炎予防接種について
　日本脳炎予防接種は、現在ワクチンの不足があり、
国の審議に基づき積極的勧奨の対象年齢になった方に
町から順次ご案内を行っていきます。24 年度は、1
期初回・追加対象である 3 歳児（平成 20 年度生まれ）
と 4 歳児（平成 19 年度生まれ）について 6 月に集団
接種で実施を予定しています。また、1 期接種が不十
分になっている小学２年生（平成 16 年度生まれ）と
小学３年生（平成 15 年度生まれ）については個別接
種を予定しています。
　町からのご案内がない方でも、下記の対象者に該当
し、早めの接種を希望される方はご連絡ください。
　１期対象者：３歳～平成７年度生まれ
　２期対象者：１期基礎免疫を完了した方で、９歳～
　　　　　　　平成７年度生まれ
　　　　　　　※１期と２期の間は概ね５年開けるこ
　　　　　　　　とが望ましいとされています。

24 年度に 75 歳になられる
（国民健康保険加入されている）方へ

　現在、国民健康保険加入中で、今年度（平成 24 年 4 月 1
日～平成 25 年 3 月 31 日の間）に 75 歳になられる方には、
誕生月になりますと、後期高齢者医療連合会から後期高齢者
健診のお知らせがあります。お申込みいただいた上で健診（問
診・血液検査・身体計測・検尿・血圧測定など）をお受けい
ただけます。しかし、誕生日までの間に健診を希望される方
は国民健康保険の特定健診をお受けいただけますので、必ず
保健福祉課までご連絡下さい。

「小規模多機能型居宅介護事業所を募集します」
　第５期紀美野町介護保険事業計画に基づき、介護保険施設の
整備として美里圏域に１か所標記事業所の開設者を募集します。
　■公募説明会　５月９日（水）
　■応 募 期 間　５月１１日（金）～１８日（金）
　　詳しくは、保健福祉課へお尋ねいただくか、町ホームページをご覧ください。



2012.5 �

控除対象
扶養親族の年齢

現行の控除額 改正後の控除額
所得税

（平成 22 年分まで）
町・県民税
（平成 23 年度まで）

所得税
（平成 23 年分から）

町・県民税
（平成 24 年度から）

16 歳未満 38 万円 33 万円 控除対象外 控除対象外

16 歳以上
19 歳未満 63 万円 45 万円

38 万円
（上乗せ部分
25 万円廃止）

33 万円
（上乗せ部分
12 万円廃止）

19 歳以上
23 歳未満 63 万円 45 万円 現行どおり 現行どおり
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介護保険料が改定されました
　介護保険条例が改正され、第 5 期（平成 24 年度から平成 26 年度）の介護保険料が改められ
ました。介護保険法等の改正や、第 5 期 3 年間のサービス給付費、第 1 号被保険者数等の見込み、
及び第 4 期における保険料不足による借入金の償還等を考慮し改定しています。
　ご理解をいただき、介護保険事業の円滑な運営にご協力をお願いします。
　・基準月額（第 4 ‐ 2 段階）　　5,100 円　→　5,900 円
　・第 3 段階の 2 分割　　課税年金収入＋合計所得金額の合計が 120 万円以下の方を軽減
　・第 5 段階の基準額に対する割合　　1.1125 → 1.12
　・第 6 段階と第 7 段階を区分する合計所得額　　200 万円→ 190 万円

◎第 5 期（平成 24 年度から平成 26 年度）段階別保険料（年額）
段　階 対　象　者 割合 保険料

第 1 ・生活保護の受給者
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税 0.5 35,400

第 2 住民税非課税世帯で、課税年金収入＋合計所得金額の合計が 80 万円以下 0.5 35,400
第 3-1 住民税非課税世帯で、課税年金収入＋合計所得金額の合計が 120 万円以下 0.65 46,000
第 3-2 住民税非課税世帯で、課税年金収入＋合計所得金額の合計が 120 万円超え 0.75 53,100
第 4-1 課税世帯で本人非課税、課税年金収入＋合計所得金額の合計が 80 万円以下 0.92 65,100
第 4-2

( 基準額） 課税世帯で本人非課税、課税年金収入＋合計所得金額の合計が 80 万円超え 1.00 70,800

第 5 本人課税で合計所得金額が 110 万円未満 1.12 79,300
第 6 本人課税で合計所得金額が 110 万円以上 190 万円未満 1.25 88,500
第 7 本人課税で合計所得金額が 190 万円以上 1.5 106,200

年金は誰もが加入する制度です
　被保険者は、職業などによって３つのグループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なります。

　国民年金は、日本国内に住所がある 20 歳以上 60 歳未満の方が加入する制度です。次のようなときには、
自ら届出を行うことが必要となります。忘れずに届出を行いましょう。
◎ 20 歳になったとき
　厚生年金や共済組合に加入していない方が、20 歳になったとき
◎会社を退職したり、第 2 号被保険者から外れたとき
　60 歳になる前に会社などを退職したときや、厚生年金や共済組合の保険者ではなくなったとき
◎配偶者が退職したとき
　配偶者が退職し、会社員や公務員などの被扶養配偶者ではなくなったとき

　なお、会社員や公務員など勤めている方の被扶養配偶者になるときは、その方の勤務先へ届出を行って
ください。

　毎月の国民年金保険料「納付期限」は、原則として翌月末日です。でも納付期限から２年後の「使用期限」
までなら納めることができます。
　納めれば老齢基礎年金の年金額に算入されます。しかし、障害基礎年金や遺族基礎年金の受給については、
納付日等の状況で審査することとなっていますので、納付が遅れていると受け取れないことがあります。

【問い合わせ】　紀美野町役場・住民課　℡ 489-5903　　美里支所・住民室　℡ 495-3464

納付書（領収済通知書）の期限について

こんな時には、国民年金の手続きを忘れずに！

第１号被保険者 自営業者、学生、フリーター、無職の方などで、加入手続きはご自分で、役場住民
課または美里支所住民室で行います。

第２号被保険者 会社員や公務員など、厚生年金や共済組合に加入している方で、加入手続きは勤務
先が行います。

第３号被保険者 第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、加入手続きは第２号被保険者の勤
務先を通じて行います。

お
知
ら
せ
・
募
集



不正大麻・けし撲滅運動の実施について
　けしに関しては、昨年、全国チェーン店のホームセ
ンターで、不正なけし“ハカマオニゲシ”が本県にお
いても販売され、現在も回収を行っているところです。
また、大麻については、近年青少年層を中心として乱
用が増加し、自生大麻による事犯が発生する恐れがあ
ります。
　不正大麻・けしを発見された場合には、保健所まで
ご連絡をお願いします。

海南保健所　　TEL　073-482-0600
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び
12
月
29
日
か
ら
翌
年
の

１
月
３
日
ま
で
の
日
を
除
く
。）

　
（
開
庁
時
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
。）

５
．
補
助
申
請
手
続
き
に
必
要
な

書
類
等

○
購
入
前
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

も
の

（
１
）
申
請
書
・
計
画
書
（
紀
美

野
町
住
民
課
及
び
美
里
支
所

住
民
室
に
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。）

（
２
）
見
積
書
（
購
入
す
る
電
気

式
生
ご
み
処
理
機
の
カ
タ
ロ

グ
等
添
付
）

　
　
（
見
積
書
は
複
写
後
返
却
い

た
し
ま
す
。）

※
申
請
及
び
お
問
合
せ
は
、

　

紀
美
野
町
住
民
課
（
℡
４
８
９

‐
５
９
０
３
）
又
は
、
美
里

支
所
住
民
室
（
℡
４
９
５
‐

３
４
６
３
）
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

就
職
に
有
利
な
専
門
的
知
識
や

技
能
を
習
得
し
ま
す
。

■
募
集
訓
練
科　

テ
ク
ニ
カ
ル
メ

タ
ル
ワ
ー
ク
科　

■
訓
練
期
間　

平
成
24
年
７
月
３

日
（
火
） 

～ 

12
月
27
日
（
木
）

■
募
集
期
間　

平
成
24
年
５
月
11

日
（
金
）
～ 

６
月
８
日
（
金
）

■
受
講
料　

無
料
（
但
し
、
テ
キ

ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　
和
歌
山
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
７
３
‐
４
６
１
‐
１
５
３
２

紀
美
野
町
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

す
る
方
に
、
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１
．
対　

象　

者

■
町
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居

住
す
る
住
宅
（
店
舗
等
と
の
併

用
住
宅
を
含
む
。）
に
当
該
設

備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方

■
町
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
、

当
該
設
備
を
設
置
し
た
住
宅

（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を
含

む
。）
を
新
築
又
は
購
入
し
よ

う
と
す
る
方
で
、
新
築
又
は
購

入
後
に
そ
こ
に
住
所
を
有
し
、

自
ら
居
住
す
る
方

■
町
税
の
滞
納
が
な
い
方

■
平
成
25
年
３
月
20
日
ま
で
に
工

事
を
完
了
で
き
る
方

※
平
成
24
年
４
月
1
日
以
降
に
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
工
事
の

契
約
を
締
結
し
た
も
の
に
限
り

ま
す
。

２
．
補
助
の
対
象
と
な
る
発
電
設

備

■
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
10　

未
満
で
あ
る
こ
と
。

■
余
っ
た
電
力
を
電
力
会
社
に
売

電
で
き
る
よ
う
に
連
結
し
て
い

る
こ
と
。

■
電
力
会
社
と
電
力
需
給
契
約
を

締
結
し
て
い
る
こ
と
。

■
新
品
で
あ
る
こ
と
。

３
．
補
助
金
額

　

出
力
１　

あ
た
り

　
　
　
　
　
　

２
５
，
０
０
０
円

　
（
最
大
１
２
５
，
０
０
０
円
で

千
円
未
満
切
捨
て
）

４
．
補
助
基
数

　

20
基
程
度
（
１
世
帯
１
基
に
限

り
ま
す
。）

５
．
申
請
受
付

■
受
付
開
始
日　
　

　

平
成
24
年
５
月
７
日（
月
）

■
受
付
終
了
日　
　

　

平
成
24
年
12
月
28
日（
金
）

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日

を
除
く
日
の
開
庁
時
間
内
に
お

願
い
し
ま
す
。）

６
．
補
助
申
請
書
類
等

■
申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
、

紀
美
野
町
住
民
課
及
び
美
里

支
所
住
民
室
に
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
紀
美
野

町
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.kim

ino.
w
akayam

a.jp

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

７
．
申
請
及
び
お
問
合
せ
先

　
　

紀
美
野
町
住
民
課

　
　
（
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３
）

紀
美
野
町
で
は
、
家
庭
の
ご
み

減
量
化
推
進
の
た
め
、
家
庭
用
電

気
式
生
ご
み
処
理
機（
デ
ィ
ス
ポ
ー

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
補
助
に
つ
い
て

kw

家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
補
助
に
つ
い
て

職
業
訓
練
生
の
募
集

２０１２（平成２４）年７月９日（月）から
外国人登録制度が変更されます！

　入国管理法や住民基本台帳法などの改正に伴い、今
までの外国人登録制度が廃止され、新しい在留管理制
度が導入されます。主な変更点は次のとおりです。
■外国人登録証明書が廃止されます。
　□中長期在留者（在留期間が３ヶ月を超える方）
　　在留期間の更新や在留資格の変更手続きのとき

に、入国管理局にて「在留カード」が交付されます。
　□永住者
　　2015（平成 27）年 7 月 8 日までに、入国管

理局にて「在留カード」への変更の手続きを行っ
てください。

　□特別永住者
　　現在お持ちの外国人登録証明書の次回確認日まで

に、役場住民課にて「特別永住者証明書」への切
り替えの手続きを行ってください。

■外国人住民の方にも住民票が作成されます。
　※現在の外国人登録の内容をもとに仮住民票が作成

され、５月頃外国人住民の方に送付させていただ
きます。改正住民基本台帳法において対象となら
ない外国人住民の方（短期滞在の方や在留資格の
ない方等）は、住民票は作成されませんので、入
国管理局において在留資格の取得等の申請をする
必要があります。

■詳細については総務省や入国管理局のホームページ
等をご参照ください。

　【問い合わせ】住民課　℡ 489-5920

kw
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■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

※
配
布
場
所

　

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー

　

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
小
川
・
志
賀
野
地
区
公

民
館
、
国
吉
・
長
谷
毛
原
・
真

国
出
張
所

　
（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
内
）

※
５
月
16
日
（
水
）
か
ら
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
! !

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
プ
ロ
フ
イ
ー
ル

家
庭
料
理
を
作
り
続
け
た
経
験

を
生
か
し
、
料
理
愛
好
家
と
し
て

活
躍
。「
シ
ェ
フ
料
理
」
で
は
な

く
「
シ
ュ
フ
料
理
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
テ
レ
ビ
・
雑
誌
な
ど
を
通
じ

て
数
々
の
ア
イ
デ
ア
料
理
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
演
会
・

エ
ッ
セ
イ
等
で
「
明
る
く
元
気
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
提
案
す
る

ほ
か
、
特
産
物
を
使
っ
た
料
理
で

全
国
の
村
お
こ
し
な
ど
に
も
参
加

し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
に
は
文
部
科
学
省

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
応
援

団
」
の
メ
ン
バ
ー
に
就
任
。

■
日
時　

５
月
11
日
（
金
）

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
参
加　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
必
要
）

■
定
員　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

■
持
ち
物　

の
り
、
は
さ
み
、

　

セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館

　

※
５
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

■
日
時　

５
月
21
日
（
月
）

　

午
前
６
時
～
９
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
参
加　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

５
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
開
会
式

【
予
備
日
】
５
月
28
日
（
月
）

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み　

住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
生
年
月
日
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入(

任
意

様
式
）
の
上
、
参
加
費
を
添
え

て
中
央
公
民
館
又
は
文
化
セ
ン

タ
ー
へ

■
申
し
込
み
締
切　

５
月
18
日（
金
）

■
そ
の
他　

東
西
南
北
コ
ー
ス

（
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー
）・
荒
天
延

期
（
態
度
決
定
午
前
６
時
）

※
申
し
込
み
期
間
中
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
い
て
は
返
金
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
外
及
び
予
備
日

へ
の
変
更
で
の
返
金
は
致
し
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

「
第
21
回
町
民
大
学
講
座
」「
紀
美
野
町
人
権
研
修
会
」

　

キ
ッ
チ
ン
か
ら
幸
せ
発
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

料
理
愛
好
家
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手　

平
野　

レ
ミ 

氏

天
文
台
イ
ベ
ン
ト

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

「
春
」
開
催

■
日
時

　

６
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

　
（
開
場
30
分
前
）

■
場
所

　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

「
日
食
直
前
最
終
イ
ベ
ン
ト
」

金
環
日
食
を
安
全
に
！

「
金
環
日
食
特
別
観
察
会
」

皆
で
金
環
日
食
を
見
よ
う
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■
中
央
公
民
館

　

2
日　

カ
プ
ラ
で
あ
そ
ぼ
う

　

9
日　

お
り
が
み
で
お
花
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く
ろ
う

　

16
日　

お
は
な
し
会

　

23
日　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
よ
う

　

30
日　

花
の
た
ね
ま
き

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

2
日　

お
は
な
し
会

　

9
日　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
よ
う

　

16
日　

フ
ラ
フ
ー
プ
で
遊
ぼ
う

　

23
日　

え
ん
ぴ
つ
遊
び

　

30
日　

ひ
ま
わ
り
の
た
ね
ま
き

■
日
時　

５
月
26
日
（
土
）　　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
（
プ
ラ
板

に
絵
を
描
き
オ
ー
ブ
ン
で
温
め

る
と
…
）

・
マ
イ
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
（
ク
レ

ヨ
ン
で
「
布
バ
ッ
グ
」
に
お
絵

か
き
）

・
ソ
ー
ス
せ
ん
べ
い

・
わ
た
が
し

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
備
考　

当
日
受
付
・
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

わ
く
わ
く
！
じ
ど
う
か
ん

こ
ど
も
の
つ
ど
い

た
だ
い
ま
、
ち
ぎ
り
絵
教
室
の

皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
今
に
も
浮
き
出
て
き
そ
う
な

絵
ば
か
り
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
会
員
募
集

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

５
月
末
ま
で

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
展
示

（
中
央
公
民
館
二
階
）

美
里
中
学
校
で
は
、
６
年
間
、

生
徒
の
『「
こ
と
ば
の
力
」
を
伸

ば
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
鍛
え
る
』
こ
と
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
だ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
、

こ
の
度
、
同
志
社
大
学
文
学
部
講

師　

遠
藤
瑛
子
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、「
伝
え
合
う
力
を
育
む
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」（
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
１
８
０

ペ
ー
ジ
、
東
洋
館
出
版
社
、
２
，

３
０
０
円
）
に
ま
と
め
、
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
指
導
要
領
で
重
視
さ
れ
て
い

る
「
言
語
活
動
の
充
実
」
の
た
め

に
は
、
１
日
10
分
の
こ
の
「
コ
ミ

ト
レ
」
の
「
話
す
」「
聞
く
」「
書

く
」
を
網
羅
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

は
、
す
ぐ
に
学
校
の
実
践
で
活
用

で
き
、
大
人
の
方
の
言
語
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
も
活
用
で
き
る
も
の
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

美
里
中
学
校

　
（
℡
４
９
５
‐
２
０
１
６
）

美
里
中
学
校
６
年
間
の
研

究
成
果
を
１
冊
に
…

「
コ
ミ
ト
レ
」
本
発
行
! !

新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
朝
の
霧
」　　
　

山
本
一
力･

著

著
者
の
故
郷
・
土
佐
を
舞
台
に
、

悲
劇
の
名
将
を
描
く
。

波
川
玄
蕃
は
長
宗
我
部
元
親
の

妹
・
養
甫
を
娶
り
、
元
親
の
麾
下

で
勇
名
を
轟
か
す
が
、
元
親
の
妬

心
か
ら
２
人
の
溝
は
広
が
っ
て
い

き
、
や
が
て
悲
劇
が
…
…

「
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟
」

　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾･

著

「
は
い
、
こ
ち
ら
お
天
気
相
談
所
」

　
　
　
　
　
　
　

伊
東
穣
司･

著

「
狭
く
て
も
あ
き
ら
め
な
く
て
い

い
収
納
の
ル
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　

成
美
堂
出
版
編

「
苔
の
あ
る
生
活
」　

大
島
恵･

著

「
ゆ
め
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

　
　
　
　
　
　

谷
川
俊
太
郎･

著

「
月
ま
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

　
　

テ
ィ
モ
・
パ
ル
ヴ
ェ
ラ･

著

「
き
ょ
う
り
ゅ
う
の
本
」

　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
真･

著

「
大
き
な
運
転
席
図
鑑
ぷ
ら
す　

運
転
手
は
き
み
だ
」

　
　
　
　
　
　
　

学
研
教
育
出
版

「
江
戸
の
子
ど
も
行
事
と
あ
そ
び

12
か
月
」　　

 

菊
池
ひ
と
美･

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
い
の
ち
の
理
由
」

　
　
　
　
　
　

さ
だ
ま
さ
し･

著

「
こ
こ
ろ
」「
時
間
」「
い
の
ち
」

―

。
自
分
の
意
志
で
は
自
由
に
な

ら
な
い
、
こ
の
三
つ
が
、
さ
だ
ま

さ
し
の
歌
の
永
遠
の
テ
ー
マ
。
東

日
本
大
震
災
と
い
う
災
厄
を
前

に
、
歌
手
と
し
て
人
と
し
て
自
分

に
何
が
で
き
る
か
。
被
災
地
か
ら

教
わ
っ
た
答
え
が
、こ
こ
に
あ
る
。

―

音
楽
は
微
力
だ
が
無
力
で
は
な

い
。
日
本
と
日
本
人
に
、
勇
気
と

元
気
を
伝
え
る
魂
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
。

「
あ
る
じ
は
秀
吉
」

　
　
　
　
　
　

岩
井
三
四
二･

著

「
刺
客
大
名
」　　

森
村
誠
一･

著

「
文
明
の
子
」　　

太
田
光･

著

「
絵
の
あ
る
自
伝
」

　
　
　
　
　
　
　

安
野
光
雅･

著

「
元
気
が
で
る
韓
国
ご
は
ん
」

　
　
　
　
　
　

夏
梅
美
智
子･

著

「
健
康
豆
腐
レ
シ
ピ
１
０
０
」

　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
里･

著

「
ぎ
ょ
う
じ
の
え
ほ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

西
本
鶏
介･

著

「
あ
ら
い
ぐ
ま
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん
」

　
　
　
　
　
　

花
之
内
雅
吉･

著

「
バ
ム
と
ケ
ロ
の
も
り
の
こ
や
」

　
　
　
　
　
　
　

島
田
ゆ
か･

著

「
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ス

タ
ー
」

　

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ゴ
ド
ン･

著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

図
書
室
だ
よ
り
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４
月
１
日
（
日
）
海
南
市
拝
待

体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
７
回
海
南

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
錬
成
大

会
に
て
、
生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

よ
り
た
く
さ
ん
の
選
手
が
入
賞
さ

れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
切
磋
琢
磨
し
、
練

習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

《
２
年
生
以
下
の
部
》

○
準
優
勝　

片
畑
羽
弥

《
３
・
４
年
生
の
部
》

○
準
優
勝　

片
畑
弥
偲

《
中
学
生
男
子
の
部
》

○
三　

位　

上
中
虹
輝

《
中
学
生
女
子
の
部
》

○
優　

勝　

上
中
麻
瑚

す
ご
い
ぞ
! !

生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
！

４
月
15
日
（
日
）
中
央
公
民
館

和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
21
名
・

将
棋
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
囲

碁
は
ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
を
、
将

棋
は
総
平
手
戦
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
囲
碁
の
部

優　

勝　

山
崎
修
三
（
海
南
市
）

準
優
勝　

小
阪
克
彦
（
和
歌
山
市
）

三　

位　

白
井
章
博
（
海
南
市
）

■
将
棋
の
部

優　

勝　

細
坂　

誠
（
海
南
市
）

準
優
勝　

奥
山
通
宏
（
動
木
）

三　

位　

田
渕
公
夫
（
吉
野
）

春
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
結
果

４
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

は
作
品
展
示
と
お
茶
席
、
ま
た
22

日
は
芸
能
発
表
会
が
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
連
日
た
く
さ

ん
の
方
々
が
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
ど
の
部
門
も
日
頃
の
練
習
の

成
果
が
出
さ
れ
、
大
変
好
評
で
し

た
。

第
七
回
文
化
協
会
展
・
芸
能
発
表
会
終
わ
る

私
た
ち
美
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
、
旧
美
里
に
も
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
を
と
い
う
願
い
か
ら
、

平
成
19
年
に
結
成
さ
れ
た
ま
だ
ま

だ
若
い
チ
ー
ム
で
す
。監
督
、コ
ー

チ
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
少
人
数

な
が
ら
も
子
ど
も
達
も
日
々
精
一

杯
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
県
大
会
出
場
！
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
去

年
は
全
て
の
県
大
会
へ
出
場
、
２

度
の
近
畿
大
会
へ
の
出
場
と
実
り

の
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
親
と

子
が
一
丸
と
な
り
、
興
奮
と
感
動

を
与
え
て
く
れ
る
充
実
し
た
小
学

校
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

わ
が
町
サ
ー
ク
ル
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
美
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

■
練
習
日

　

毎
週
火
・
金
曜
日

　
（
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分
）

　

毎
週
水
・
土
曜
日　
　

　
（
午
後
５
時
～
７
時
）

■
練
習
場
所　
下
神
野
小
学
校
体
育
館

私
た
ち
の
主
食
で
あ
る
米
つ
く

り
に
欠
か
せ
な
い
の
は
水
で
、
そ

の
源
の
一
つ
は
池
で
す
。
池
作
り

の
資
材
は
、
赤
土
（
不
純
物
な
い

粘
土
）
松
（
樋
と
樋
枕
用
）
栗
（
鳥

居
、渡
り
木
用
）
な
ど
、労
力
（
土

運
び
、
木
槌
よ
る
土
固
め
作
業
）

技
術
（
大
工
仕
事
、
樋　

樋
枕
）

も
必
要
で
す
。材
料
の
松
と
栗
は
、

水
の
中
で
腐
ら
ず
、半
永
久
的
で
、

水
の
中
で
用
水
を
通
す
樋
枕
は
、

一
滴
の
水
漏
れ
も
し
な
い
よ
う
に

施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

池
の
堤
の
中
の
ハ
セ
（
赤
土
で

固
め
た
層
）
を
作
る
に
は
、
ま
ず

玄
能
と
言
う
重
い
鉄
の
槌
で
土
を

突
き
下
し
、
次
い
で
掛
け
矢
（
木

槌
）で
ま
ん
べ
ん
な
く
叩
き
ま
す
。

叩
く
時
は
、
掛
け
矢
を
頭
上
高
く

振
り
上
げ
、
力
い
っ
ぱ
い
振
り
下

し
、
土
を
叩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ
れ
を
繰
り
返
す
事
四
回
、

最
初
入
れ
た
26
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
厚
さ
の
赤
土
が
11
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
に
な
る
ま
で
突
き
固
め
ま

す
。
こ
の
ハ
セ
入
れ
作
業
は
、
特

に
重
要
で
寸
分
の
手
抜
き
も
許
さ

れ
ず
、
精
魂
を
投
入
し
て
入
念
に

仕
上
げ
て
い
く
の
で
す
。

田
ん
ぼ
（
水
田
）
作
り
も
池
作

り
同
様
、
昔
の
人
の
創
意
工
夫
、

知
恵
に
頼
り
、
人
の
力
で
、
山
や

荒
れ
地
を
切
り
拓
き
、
高
い
畦
を

石
垣
で
築
き
、
土
地
を
な
ら
し
ま

し
た
。
水
盛
り
作
業
に
使
う
水
平

器
も
真
竹
で
作
っ
た
も
の
（
長
さ

４
メ
ー
ト
ル
で
、
中
央
に
水
を
入

れ
る
た
め
の
棕
櫚
の
木
の
枕
を
つ

け
た
も
の
）
で
、
水
の
動
き
を
見

て
、
水
平
を
計
り
ま
し
た
が
、
竹

の
部
分
し
か
計
れ
ず
、
移
動
す
る

の
に
時
間
と
手
間
が
か
か
り
、
大

変
な
苦
労
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
床
土
（
水
田
の
水
を
貯

め
る
た
め
の
、
赤
土
を
突
き
固
め

た
も
の
で
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

厚
み
が
あ
る
）
上
土
（
表
土
）
作

り
も
、
当
時
は
ス
コ
ッ
プ
の
よ

う
な
道
具
は
な
く
、
鍬
で
土
を
す

く
っ
て
は
、
と
お
し
へ
入
れ
、
ふ

る
い
に
か
け
て
、
石
等
を
除
去
し

ま
し
た
。

池
か
ら
、
田
ん
ぼ
へ
水
を
運
ぶ

水
路
作
り
も
ま
た
大
変
な
作
業
で

す
。
山
を
切
り
拓
き
、
時
に
は
固

い
岩
盤
に
出
会
い
、
つ
る
は
し
一

丁
で
コ
ツ
ン
、コ
ツ
ン
と
作
業
し
、

全
部
土
で
突
き
固
め
て
い
っ
た
の

で
す
。

私
た
ち
の
祖
先
は
、
全
て
人
の

力
で
苦
難
に
も
め
げ
ず
に
、
水
も

漏
ら
さ
ぬ
成
果

を
残
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。今
、

池
や
水
田
や
そ

れ
を
つ
な
ぐ
水

路
を
見
る
と
、

昔
の
人
の
知
恵

と
努
力
が
偲
ば

れ
頭
が
下
が
る

思
い
で
す
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
七
十

思
い
出
が
た
り　
「
池
と
田
ん
ぼ
」
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佐さ

保お

姫ひ
め

の
意
の
ま
ま
画
布
へ
色
を
置
き　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

ジ
ョ
ー
カ
ー
の
ど
ん
で
ん
返
し
四
月
馬
鹿　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

答
弁
は
稿
の
棒
読
み
四
月
馬
鹿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

廣

藪
椿
蕾
そ
れ
ぞ
れ
紅
つ
け
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠
本
い
さ
む

餅
投
を
知
ら
す
鐘
の
音ね

花
の
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
愛
子

川
原
に
も
花
見
の
茣ご

蓙ざ

の
ふ
た
つ
み
つ　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

七
輪
を
並
べ
客
待
つ
花
見
茶
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

迷
ひ
た
る
道
に
夜
桜
明
か
り
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

浮
か
れ
猫
老
い
て
は
恋
も
懐
か
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

卒
業
や
一
人
一
人
に
文
を
書
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
貴
子

身
長
下
限
ク
リ
ア
せ
し
寛
章
君

　
　
　
　
　

ぐ
る
ぐ
る
コ
ー
ス
タ
ー
に
七
回
乗
り
ぬ　

竹
本
セ
ツ
子

ガ
ソ
リ
ン
が
高
く
な
っ
た
と
自
転
車
で

　
　
　
　
　

運
動
兼
ね
て
と
娘
が
来
た
る　
　
　
　
　
　

段
木
幸
代

冷
え
し
る
き
朝
の
厨
く
り
や

に
け
ふ
の
日
の

　
　
　
　
　

為な

し
ご
と
か
ぞ
へ
身
を
伸
ば
し
け
り　
　
　

山
本
綾
子

若
者
の
未
来
を
拓
く
足
・
足
・
足
・

　
　
　
　
　

箱
根
駅
伝
涙
に
み
お
り　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

逆
縁
の
運さ
だ
め命
に
耐
う
る
気
力
欲
し

　
　
　
　
　

今
を
生
き
抜
く
気
力
が
ほ
し
い　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

垂
れ
梅
淡
き
ピ
ン
ク
の
傘
の
中

　
　
　
　
　

香
り
ふ
く
ら
す
蜂
の
合
奏　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

畑
打
ち
て
腰
痛
け
れ
ば
い
ぬ
ふ
ぐ
り
の

　
　
　
　
　

上
に
大
の
字
空
と
の
会
話　
　
　
　
　
　

上
中
前
澄
子

モ
ロ
ッ
コ
へ
出
向
の
嫁
帰
国
な
す

　
　
　
　
　

長
い
日
々
お
疲
れ
で
し
た　
　
　
　
　
　

中
道
と
し
み

ついに５月。金環日食が目前に迫りました。天
文台では、当日に皆で金環日食を見上げるイベン
ト（詳細は文末）を文化センターで行います。また、
野上小学校をはじめとする町内小中学校へ天文台
職員が赴き、子どもたちや地域の方々と一緒に世
紀の瞬間を待つ予定です。実施会場や時間などの
詳細は各学校にお問い合わせください。
金環日食が起こるのは月曜の朝なので、イベン
トに来ることができない方も多いでしょう。皆さ
ん自身で観察する際は、きちんと日食メガネを使
用し、日食メガネを付け外しする時に直接太陽を
見てしまわないよう十分注意してください。
もちろん当日の天気が悪くては日食が見られま
せんので、てるてる坊主を忘れずに準備しておき
ましょうね。

毛原小学校はこの４月から長谷毛原中学校の校
舎に移転し、小学生と中学生が同じ校舎の中で勉強
することになりました。歴史ある木造校舎とのお別
れは寂しいですが、３名が入学し、更に２年生に１
名、３年生に１名、５年生に１名の転入児を迎える
ことができました。３月に４名が卒業したにもか
かわらず、昨年度より２名増え、今年度は１８名で
スタートすることができました。２２年度は１２名
まで減少しましたが、この２年間で多くの転入児を
むかえることができ嬉しい限りです。昨年転入して
きた子どもたちもすっかり学校に馴染み、また「だ
んじり」などの文化行事等にも積極的に参加しなが
ら親子で地域にも溶け込んでいます。今年も新た
な仲間がたくさん加わり、そして中学生との共同生
活や合同学習という新たな試みもスタートします。
更に小学生の授業を中学校の先生が、逆に中学生の
授業を小学校の先生が受け持つなど、先生の得意分
野を生かした授業もたくさん組み込まれています。
子どもも先生も、わくわくどきどきしながら新学期
がスタートしました。

天文台だより
まもなく金環日食２０１２（その７）
「あとは当日を待つばかり」

矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
「新たな歴史のスタート　
毛原小学校１８名の子どもたち」

紀美野町立毛原小学校

2009 年の部分日食は
文化センターで小学生
の皆と見上げました。

歌　

の　

小　

道

金環日食特別観察会
皆で金環日食を見よう
■日時　５月 21日 ( 月 ) 午前６時～９時
■場所　文化センター
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火
災
に
よ
る
か
け
が
い
の
な
い

「
命
」
を
守
る
た
め
に
住
警
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
な
ぜ
必
要
と
な
っ
た
の
？

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
建

物
火
災
に
よ
る
死
者
全
体
の
約
９

割
を
占
め
、
そ
の
約
６
割
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
で
亡
く

な
っ
た
方
の
約
７
割
が
「
逃
げ
遅

れ
」
で
、
よ
り
早
く
火
災
の
発
生

を
知
っ
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
消

防
法
及
び
市
町
村
条
例
を
改
正
し

全
国
一
律
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

■
和
歌
山
県
内
で
の
奏
功
事
例

・
た
ば
こ
の
火
が
座
布
団
に
落

下
し
た
こ
と
に
よ
り
出
火
。
隣

人
が
住
警
器
の
警
報
音
に
気
付

き
、
１
１
９
番
通
報
後
、
消
火

器
で
初
期
消
火
し
た
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が
就

寝
し
て
い
る
部
屋
と
そ
の
部
屋
が

あ
る
階
の
階
段
部
分
で
す
。

■
取
り
付
け
る
位
置
は
？

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
っ
て
ど
ん

な
も
の
？

火
災
に
よ
る
煙
を
感
知
し
て
、

火
災
の
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で

知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

■
購
入
す
る
に
は
？

消
防
用
設
備
業
者
さ
ん
や
家
電

販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で

購
入
で
き
ま
す
。

機
能
に
よ
り
価
格
は
、
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
現
在
２
，
５
０
０
円

程
度
か
ら
７
，
０
０
０
円
程
度
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪
問

販
売
や
点
検
を
す
る
者
が
出
没
す

る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
の
技
術

基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
購
入
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
日
本
消
防
検
定
協
会

の
鑑
定
品
に
は
、「
鑑
定
マ
ー
ク
」

が
付
い
て
い
ま
す
の
で
購
入
時
の

目
安
と
し
て
下
さ
い
。

■
防
火
訪
問
に
協
力
の
お
願
い

消
防
署
で
は
住
宅
防
火
対
策
の

向
上
を
図
る
べ
く
、
防
火
訪
問
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
署
員
が
各
戸
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部 

予
防
課
ま
で

　
（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
３
）

■
申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

「あっ ! 似てる～？」と思ったら即通報 !!
◎オウム真理教特別手配被疑者逮捕にご協力を

海南警察署　電話 482-0110

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
６
月
３
日（
日
）

ま
で

3月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 24（　） 24(　)
一 般 負 傷 10（　） 10(　)
交 通 事 故 1（　） 1(　)
そ の 他 2（　） 2(　)
合 計 37（　） 37(　)

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

■
申
し
込
み(

問
い
合
わ
せ)

先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

　
（
℡
４
８
９
─
６
３
０
２
）

高橋　克也
（たかはしかつや・54歳）

菊地　直子
（きくちなおこ・40歳）

173㎝くらい
眉毛が濃い、頭が大きい
近視（メガネ使用あり）

159㎝くらい
右こめかみにホクロ（４㎜位）
右目下にホクロ（１㎜位）

現在のイメージ図 現在のイメージ図

も
う
付
け
ま
し
た
か
？

「
住
じ
ゅ
う　

警け
い　

器き

」
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日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ (073)
4 日 ( 祝 ) 10:00 〜 WAW フェスタ in ゴールデンウィーク【〜 6 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
9 日 ( 水 ) 11:00 〜 犬ねこの譲渡講習会【13 日 ( 日 )・27 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

10 日 ( 木 ) 移動町長室【23 日 ( 水 )】 美里支所 総務課 489-5912
住民室 495-3471

11 日 ( 金 ) 19:00 〜 日食直前最終イベント 中央公民館 みさと天文台 498-0305
13 日 ( 日 ) 9:30 〜 ふれあいハイキング 上真国宮 青少年センター 489-5909
16 日 ( 水 ) 13:00 〜 行政相談【〜 15:00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
20 日 ( 日 ) 8:30 〜 町民一斉清掃 町内各地 青少年センター 489-5909
21 日 ( 月 ) 6:00 〜 金環日食特別観察会 文化センター みさと天文台 498-0305
26 日 ( 土 ) 13:30 〜 じどうかんこどものつどい 中央公民館 青少年センター 489-5909
27 日 ( 日 ) 9:00 〜 パークゴルフ大会「春」 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915

５月、新緑の季節を迎えました。皆さん如何お過ごし
ですか。ススキの新芽が出揃った生石高原を散策するの
もいいですね。
なお、ゴールデンウィーク中は、行楽地は車の量も増
えるうえ、疲れもたまります。くれぐれも安全運転に心
がけ、楽しく過ごしてください。

町民カレンダー

緊急速報メール（ドコモ、ａｕ、ソフトバンク）配信の利用を開始しました
　このたび、紀美野町では防災対策の一つとして、平成 24 年４月からＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ（ａｕ）、ソフトバンクの緊
急速報メール配信の利用を開始しました。
　町内に発表される河川洪水、土砂災害警戒情報、鉄砲水の発生および避難指示等など緊急時にメールをお送りする予定です。
　緊急速報メールは、ドコモ、ａｕ、ソフトバンクのサービスを受け配信します。
　受信できない携帯電話や個別に設定が必要となる機種もありますのでご注意ください。
　携帯電話の契約内容及び設定等に関するお問い合わせは購入された携帯ショップにお問い合わせください。 

【総務課　℡ 489-5912】

　木々の花や沿道の花々がそれぞれの色を輝かせて咲き、
見ているだけで気持ちがウキウキする季節になりました。
　今回は常備菜となる「きんぴらごぼう」をご紹介します。
ごぼうは繊維が多いので整腸、便秘に役立ちます。土が付
いたままの方が日持ちするので、すぐに使うのでなければ
土付きのものがお勧めです。保存する場合は洗わず、その
まま新聞紙などにくるんで袋に入れ冷蔵庫や冷暗所に保存
します。この時期、店頭では新ごぼうが販売されています。
新ごぼうは土ごぼうよりも風味が落ちやすいのでラップな
どで密封し早めに食べるようにしましょう。
　ごぼうはアクが強いので下準備が必要ですが、香りが良
いので色んな料理に利用してみましょう。

きんぴらごぼう（４人分）
（材料）
　ごぼう	 ２本	 ニンジン	 小１本
　砂糖	 大さじ２	 醤油	 大さじ２
　酒	 大さじ３	 赤唐辛子	 ２個
　炒りゴマ	 大さじ１	 ごま油	 適量

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口…………	10,478 人
　男　…………	 4,872 人
　女　…………	 5,606 人
世帯数…………	 4,608 世帯

（平成24年3月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第23回）
（作り方）
　１、（ごぼうの下準備をします）
　　　ごぼうはタワシで洗い、包丁の背でさっと皮を削ぎ、

ささがき又は長さ５㎝の拍子切りにし、すぐに水に
さらす。

　２、（ごぼうを水にさらしている間に）
　　　ニンジンをごぼうと同じくらいの大きさに切る。
　　　ごぼうは５分ほど水にさらしたらザルに上げ、水気

をきっておく。
　３、赤唐辛子はヘタを取り、種を取り除き小さく切る
　４、フライパンにごま油を引き、赤唐辛子を入れ、次に

水気を切っておいたごぼうを入れて炒め、しんなり
してきたらニンジンを加え２分ほど炒める。

　５、（４）に先ず砂糖を加えて炒め、砂糖が全体に馴染ん
　だら、醤油・酒を加え、汁気が無くなるまで炒める。

　６、（５）に炒りゴマを加える
　　※お弁当の一品として重宝しますので、多めに作って

冷蔵庫に保存しておくと良いですね。

産業課より



関係者を前に挨拶する真国芸術の郷プロジェクト代表の森谷泰文さん
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広
報

き
み

の
　

第
7

7
号

平
成
22
年
に
ア
ー
ト
に
よ
る
地

域
お
こ
し
を
目
的
に
、
地
域
住
民

ら
で
作
る
「
真
国
芸
術
の
郷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
代
表 

森
谷
泰
文
さ

ん
）
の
交
流
拠
点
「
真
国
の
荘
」

が
４
月
14
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
４

月
７
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
真
国
の
荘
」
は
、
元
Ｊ
Ａ
な

が
み
ね
真
国
支
所
の
建
物
を
利
用

し
、
県
な
ど
が
進
め
る
過
疎
集
落

再
生
・
活
性
化
支
援
事
業
を
活
用

し
た
施
設
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
と
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ス
テ
ラ
ー
ト
」
か
ら
な

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

森
谷
さ
ん
は
「
こ
の
施
設
を
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と
し
て
、

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場

所
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し

て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

　
「
真ま

国く
に

の
荘し

ょ
う

」
オ
ー
プ
ン
! !

４
月
７
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
か
れ
る

山
畑
集
会
所
（
動
木
地
区
）
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
４
月
６
日
に

町
、地
元
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
集
会
所
は
、
木
造
平

待
望
の
集
会
所　

完 

成
！

山
畑
集
会
所
（
動
木
地
区
）

４
月
５
日
、
海
南
警
察
署
神
野

市
場
警
察
官
駐
在
所
竣
工
式
が
同

駐
在
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
竣
工

式
に
は
坂
部
海
南
警
察
署
長
を
は

じ
め
寺
本
町
長
、
神
野
市
場
地
区

区
長
、
地
元
住
民
ら
約
30
人
が
出

席
し
、
安
全
・
安
心
を
守
る
拠
点

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

現
駐
在
所
は
昭
和
52
年
に
建
設

さ
れ
、
老
朽
化
に
伴
い
、
今
回
東

へ
約
１
０
０
ｍ
の
国
道
３
７
０
号

沿
い
に
移
転
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
し
い
駐
在
所
に
は
森
下 

家
建
て
、
延
べ
床
面
積
85
・
14
㎡

で
、
間
取
り
は
、
集
会
室
と
調
理

室
、
玄
関
・
ホ
ー
ル
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
住
民
の
文
化
、

交
流
活
動
の
場
と
し
て
大
い
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

神
野
市
場
警
察
官
駐
在
所

竣　

工
! !

治
警
部
補
が
４
月
よ
り
着
任
さ
れ

て
い
ま
す
。

図　書　名 価格 備考
美里町誌　史料編Ⅰ（CD　1 枚含む） 3,000 円
美里町誌　史料編Ⅱ（CD　1 枚含む） 3,000 円 新刊
美里町誌　自然編「わたしたちの町」 1,500 円
美里の自然 1,000 円
美里町誌史料編 解説書「美里むかしがたり」 800 円 新刊
野上町誌　上巻

7,000 円 セット価格
野上町誌　下巻

紀美野町町誌一覧

　このたび、『美里町誌史料編Ⅱ』と史料編の解説書として、『美里
むかしがたり』を発刊することになりました。
　特にこの『美里むかしがたり』は平成１２年度からの美里町誌編
纂業務の中で、森下誠編纂室長が、古文書等の史料からかつての美
里町内で起こった出来事を、親しみやすくまた時には教訓を込めて、
広く知ってほしいとの思いから、町の広報誌に「町誌こぼれ話」と
して連載されてきました。本誌はそれらの原稿をもとに編集したも
のです。
　森下室長は、現代の私たちの生活と重ね合わせながら、人の情け
や物事の道理について、その史料の価値とともに目的とするもの（背
景・意図）や史料から読み解けることなどを、ご紹介くださいました。
本誌を郷土史への足がかりとして、ご愛読いただければ幸いです。

　「緊急時安心カード」とは、緊急時に役に立つ氏名や緊急連
絡先、かかりつけ医、持病などの情報を記入するためのカー
ドです。自宅の冷蔵庫に貼っておけば緊急時や急病時に役立
てることができます。
配布方法：
①　災害時要援護者台帳登録者や１人暮らし高齢者の方には、

見守りスタッフ等が順次直接配布していく予定です。また、
老人クラブの友愛訪問でも活用をお願いしています。

②　①以外の方で希望される方には、窓口で配布します。配
布窓口で、住所・氏名・電話番号等とともにお申し出くだ
さい。

配布日時：平成 24 年 5 月 14 日（月）より
配布窓口：保健福祉課、住民課、美里支所

お問い合わせ先
紀美野町教育委員会総務学事課　TEL　073-489-5910・FAX　073-489-2510

紀美野町町誌の販売について 緊急時安心カードを配布します

問い合わせ　
保健福祉課
℡ 489-9960 表 裏


